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＝利用度÷規模  ×  コスト÷利用度 1 












 「規模当たり利用度 × 利用度当たりコスト」の 2 要素による分析を公共部門の ROA、
略して公共 ROA2と呼ぶことにする。 
 
５ 公共 ROAの使い方 
筆者は、2015 年度、東京都新宿区の協力を得て、白書データを入手し公共 ROA の実証
研究を行った。それを通じて、公共 ROA指標を使って、以下のような分析ができることを明
らかにした。 
                                                  
1 計算することで第 1 式と同じであることを容易に確認できる。 
2 厳密には Return ではないため ROA と呼ぶべきではないかもしれないが、民間の ROA と同じ発想で公




















































































                                                  
援とは何か～」東洋大学 PPP 研究センター紀要（2017 年 3 月）では提言されている。同論文では、0 歳
児保育の理由が育児休業明けの 1，2 歳児の時点で確実に入園できる保証があれば、むしろ 0 歳児時点で
は自分で家庭内保育したいという意向が強いとしている。 
